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コンセプト
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中長期的な「PBR2倍水準」の実現に向けた価値創造ストーリーを、
「PBR=ROE×PER」の算定式の枠組みを基に統合思考で説明する。

P.3

統合思考の深化とPERの向上

• 8つのマテリアリティと事業・人財戦略の連動による中長期的な

期待成長シナリオの提示

• 社会的インパクトの定量化を通じ、非財務価値が需要獲得・

ファン層拡大(経済的価値)へつながる循環を可視化
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「価値創造ロードマップ2030」の具体化とROE向上

• 成長領域(国際旅客・貨物事業)への優先的な資源配分と、国内

旅客事業の収益性改善による事業ポートフォリオの変革

• 社債型種類株式の活用などによるWACC低減と、資本効率

向上と財務健全性の両立
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企業価値創造を支える経営基盤の強化

• 報酬諮問委員長からの発信を通じた、経営陣のインセンティ

ブ設計と企業価値向上の連動性・透明性の確保

• トータルリスクマネジメントおよび安全文化の深化による、事業

ボラティリティに対するレジリエンスの強化
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https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=4
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ポイント

CEOメッセージ：中長期的な成長の実現に向けたトップ自らの想いを発信

3

１． 黒字回復と成長軌道への回帰についてのコミットメント達成

２． 課題は、①資産効率性 ②業績ボラティリティ ③株価

３． 2030年までを2つのステージに分け、機動的に戦略をローリング

４． 強固な事業ポートフォリオの再構築

５． 人財への投資で価値創造サイクルを回し、DX投資も加速

６． 社会的インパクトを生み出しながら、ネガティブインパクトを低減

７． すべてのステークホルダーの価値創出を追求

1. 中長期の成長戦略の方向性と事業ポートフォリオの変革にむけたコミットメント

2. 目標達成や持続的な成長を支える「人的資本の強み」と「人が駆動する価値創造サイクル」を説明

3. 経済的価値だけでなく、社会的価値創造への意欲を発信

P.11-16

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=12


©ANAHD2026

ポイント

価値創造ストーリー：「価値創造ロードマップ2030」との連関を整理、価値創造の各プロセスを具体化
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P.22

1. 価値創造プロセスの指標・目標を「価値創造ロードマップ2030」の目標水準とリンクしアップデート

2. 「価値創造ロードマップ2030」における戦略を価値創造ストーリー全体と紐づけながら、各パートで深掘り

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=23
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ポイント

経営環境分析：マテリアリティを軸に情報を整理し、価値創造の打ち手となる戦略を明確化
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P.27-28 経営環境分析

1. 昨年度に見直した「8つのマテリアリティ」を軸に経営環境分析をブラッシュアップ

2. 関連する戦略・取り組みページへのリンクを設定し、情報検索性を向上

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=28
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ポイント

マテリアリティ：各マテリアリティの指標・目標を開示、経済的・社会的価値の創造にむけた進捗を可視化
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P.24-26

1. 昨年度特定した8つのマテリアリティについて、新たに指標・目標を策定

2. 進捗状況の可視化を通じて、資本市場との建設的な対話を促進

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=25
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ポイント

社会的価値：社会的インパクトの可視化・定量化に挑戦
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P.31-32

1. 当社グループが社会へ提供する価値を特定し3つの社会的インパクトとして算定、経済価値とのつながりを説明

2. 中長期的な価値創造について、ステークホルダーの皆さまとの議論を深める「対話の起点」として活用

3. 社員との対話で活用、社会への貢献を可視化することで、誇りを持って挑戦する文化を醸成、企業価値向上につなげる

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=32
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ポイント
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CFOメッセージ：PBR2倍の実現に向けた財務戦略の資本施策を具体化

P.17-21

1. PBR2倍を実現する財務戦略と事業戦略・マテリアリティへの対応のつながりを体系的に説明

2. 社債型種類株式の活用・自己株式取得の実行を中心とする資本構成の最適化の方向性を説明

3. キャッシュアロケーションに加えて、2030年までの株主総利回りを重視した株主還元の具体的方針を明示

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=18
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ポイント
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P.48 Peach

P.41-42 ANA

P.46-47 ACX×NCA対談(貨物事業)

事業戦略：「価値創造ロードマップ2030」の戦略実行に向けた現場トップの考えを発信

1. ANA ：ANAグループの中心を担うANA新社長としての想いと成長に向けた戦略のポイント

2. ACX・NCA ：新たな成長の柱の一つとして、事業統合やシナジー創出に向けたコミットメント

3. Peach ：ブランドをリニューアルし、新たなPeachとして向かう成長の方向性

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=49
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=42
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=47
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ポイント

人財戦略：価値関連図を中心に人的資本の最大化による価値創造
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(例) 

P.56-66

1. 「経営戦略と人財戦略の連動」を図りながら、人的資本の強化に向けた施策を実行

2. 価値関連性分析に基づいた「4つの人財施策」と「指標・目標の設定」により、戦略の進捗をマネジメントすることで、

経営戦略の実現可能性を高め、継続的な企業価値向上を目指す

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=60
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ポイント
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P.67-70

DX戦略：「人の力」を最大化するDX戦略の考え方を説明

1. 「人財戦略」と「DX戦略」の両輪で、経営戦略を力強く推進

2. デジタルで「人の力」を最大化するコンセプト（Digital by Default × Human Premium）を解説

3. Digital by Default × Human Premiumが、具体的にどう価値創造へとつながるかを示す事例を紹介

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=68
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ポイント
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P.71-85

環境：環境対策と利益目標の両立に向けた方針を説明、取り組みをアップデート

1. CSOメッセージで「環境」などの重要課題への対応の考え方と、中期環境目標の実現に向けたコミットメントを発信

2. 2030年度までの環境対策コストを試算し価値創造ロードマップに反映

3. 環境対策と利益目標の両立を目指す

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=72
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ポイント
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P.86-90

安全：行政指導を踏まえた「安全文化の再構築」と情報開示の透明性改善

1. 2026年4月、整備作業における不適切事案に関して航空局から業務改善勧告を受けた

2. 即座に再発防止対策を実施するだけでなく、改めて「安全文化の再構築」に向けた取り組みをトップ主導で実行

3. 社会に不安を与えたことに対する、スピード感をもった情報開示に不足があったため改善していく(＊1)

＊1 本事案については、2026年6月 当社コーポレートサイトに掲載

(https://www.ana.co.jp/group/safe/trouble/) 

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=87
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ポイント
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片野坂 取締役会議長

権限委譲とKPIのモニタリングを通じ、戦略実行の

スピードと達成の蓋然性を高めると共に、変化に強い

経営体制の構築に向け、取締役会の実効性を説明

峰岸 社外取締役(独立役員)

社外からの視点を意識し、戦略の実行における取り

組むべき課題とそれを支える執行と監督の仕組みの

強化について発信

山本 元社外取締役(前人事諮問・報酬諮問委員会委員長)

中長期的な企業価値向上や安全指標と連動した

役員報酬体系を構築。健全なインセンティブと合わせ

た実効性と透明性を解説

取締役会議長を軸に、それぞれの立場からガバナンス向上への取り組みや考えを説明

P.91-92

P.101

P.107-108

ガバナンス：取締役会の実効性を高める仕組み

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=92
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=102
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf#page=108
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統合報告書の変遷

年度 2023 2024 2025 2026

形式 縦型、インデックス・リンクなし 横型、インデックス・リンク付き

主な見どころ・
注力点

・CXOメッセージの掲載
・人的資本に関わる開示充実
・取締役会議長のメッセージ

・経営資本の説明強化
・経営環境分析の説明強化
・資本コストや株価を意識した
経営に向けた対応
(PBR2倍の目標)
・TNFD提言に沿った情報開示

・目指す未来像の明確化
・マテリアリティの再特定
・ビジネスモデルの明示
・人財領域の価値関連性分析
・安全に関する記載の充実化

・PBR算定式の枠組みで構成
・価値創造ロードマップの反映
・マテリアリティごとの目標を設定
・社会的インパクトの算出

日経
統合報告書
アワード

優秀賞 優秀賞 サステナブル大賞

GPIFの
運用機関が選ぶ
優れた統合報告書

選出（2機関） 選出（1機関） 選出（2機関）
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・環境
・人的資本
・経営戦略・マテリアリティ

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/25/25_00_1.pdf
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/24/24_00.pdf
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/23/23_00_2310.pdf
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/26/26_00_1.pdf
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免責事項

当資料には、弊社の現在の計画、見積り、戦略、確信に基づく見通しについての記述がありますが、歴史的な事実でないものは、全て

将来の業績に関わる見通しです。これらは現在入手可能な情報から得られた弊社の判断及び仮説に基づいています。

弊社グループの主要事業である航空事業には、空港使用料、航空機燃料税等、弊社の経営努力では管理不可能な公的負担コストが

伴います。また、弊社が事業活動を行っている市場は状況変化が激しく、技術、需要、価格、経済環境の動向、外国為替レートの変動、

感染症の継続・拡大、その他多くの要因により急激な変化が発生する可能性があります。これらのリスクと不確実性のために、将来における

弊社の業績は当資料に記述された内容と大きく異なる可能性があります。従って、弊社が設定した目標は、全て実現することを保証するもの

ではありません。

当資料はホームページでもご覧いただけます。

http://www.ana.co.jp/group/investors

ＡＮＡホールディングス㈱ グループ経理・財務室 財務企画・ＩＲ部

Eメール ： ir@anahd.co.jp 

株主・投資家情報 ＩＲ資料室 決算説明会資料
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